
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日 平成３０年１１月３０日                  

都市名・国 千葉県我孫子市（日本）                     

 

取組の名称 広島・長崎派遣中学生リレー講座～未来を生きる子どもたちへ～ 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 
中学生時に広島・長崎派遣事業に参加した経験をもつ若者（現在の高校生・大学生が

中心）が、派遣の経験を活かして、戦争や原爆の悲惨さ、平和の大切さを次世代に伝

えていくこと 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

小学６年生（授業参観時は、保護者も観覧）毎年約１，０００人 

実施場所 市立小学校全１３校で、クラスごとに実施 

実施期間 
平成２７年度（戦後７０年）から開始。 

基本的に、６月から翌年２月の間に実施。（平成３０年度で４年目） 

取組の概要 

★授業１コマ４５分間の中で、リレー講座を実施 

 

（講座の流れ） 

①講師・アシスタントの自己紹介（5分間） 

１クラスにつき、講師１名、アシスタント１～２名 

②授業（15分間） 

講師が授業し、アシスタントがパワーポイントの操作などを行う。 

 私の派遣体験について 

 第２次世界大戦、原子爆弾について  

 原爆詩の朗読、千羽鶴の説明など 

 身近な平和について 

③グループワーク（15分間） 

テーマ：「平和なこと」「平和じゃないこと」 

 グループごとに「平和なこと」「平和じゃないこと」を書きだす 

 書いたものをグループごとに黒板に貼り、書かれた内容について講師・アシスタントが

質問する。回答に対して、講師・アシスタントがコメントする。 

④「平和の木」を作成（5分間） 

 テーマ：「平和な世の中にするために、今日から自分たちができること」 

 葉っぱの形をしたメッセージカードに記入してもらう。 

 授業の感想を「感想シート」に記入してもらう。 

⑤授業終了、講師・アシスタントからのお礼の挨拶 

 小学生からも、授業のお礼の挨拶や歌のプレゼント等がある。 

 

※授業終了後 

 メッセージカードを回収し、講師・アシスタントが「平和の木」に貼る。完成した「平

和の木」を学校にプレゼントする。 

 感想シートを回収し、講師・アシスタントがコメントを記入して、小学生に返却する。 



参加者の反応 

 授業の中で、「原爆が落とされたことのある国は何か国ありますか？」という質問をした際、

正しく「１か国」と答えられる小学生が少ない。 

 高校生や大学生が講師となることで、小学生も年の近い「お兄さん」「お姉さん」の話を真

剣に聞いている様子が伝わってくる。 

成果 

 小学６年生の時に受けたリレー講座がきっかけとなり、中学生になって実際に広島・長崎

派遣事業に参加した生徒がいること。 

 原爆被爆者の会の方もリレー講座の運営に携わり、原爆の恐ろしさ、平和の大切さが若者

に継承されていること。 

 

課題 

リレー講座を継続していくために、中学生時に広島・長崎への派遣体験を持つ若者が参加しや

すい仕組みをつくり、参加者を増やしていくことが必要だが、まだ模索段階にある。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 ※内容は講師ごとに異なります。代表的な内容を添付します。 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

☑掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。



 

原爆の詩を朗読する大学生（H24長崎派遣）。アシスタントは高校生（H27広島派遣）。 

 

 

授業をする大学生たち（講師：H25広島派遣 アシスタント：H21長崎派遣） 



 

平成 30年度広島派遣中学生がアシスタントとして参加 

 

 

平成 30年度広島派遣中学生がアシスタントとして参加 

 



 

グループワークで「平和なこと」「平和じゃないこと」を書き込む小学生 

 

 

完成した「平和の木」を学校にプレゼント。 

教育長や校長先生、我孫子市原爆被爆者の会の方等を含めて写真撮影。 



 


